校内研修計画
甲州市立祝小学校
１　学校課題
　祝地区は、自然豊かで葡萄栽培、ワイン作りを中心とした地域である。学校と地域との結びつきが強く、学校教育に地域の方は理解を示し、とても協力的である。温かく優しい地域の方に見守られながら、児童は明るく元気に生活している。学力調査の結果から、特に国語と算数において、文章や資料から必要な情報を読み取り、根拠を明らかにして自分の考えを記述する問題の正答率が低いことが課題となっている。単なる知識の習得にとどまらず、それらを活用して論理的に説明したり、批判的に吟味したりする「思考力・判断力・表現力」の育成が不十分であることが課題として挙げられる。
２　研究主題

３　主題設定の理由
現在、学校教育では、子どもたちが自律的に課題を見つけ、情報を吟味して概念的に理解し、他者と協働して新たな価値を創造する「生きる力」の育成が求められている。本校においても、中央教育審議会の答申等を踏まえ、生涯にわたって学び続ける「自律した学習者」の育成を最重要課題に掲げてきた。昨年度はリーディングDXスクール事業の指定を受け、ICTを「学びの基盤」として日常化させることで、児童が文房具のようにデバイスを使いこなし、探究サイクルを通じて自律的に学びをマネジメントしようとする姿が見られるようになった。

しかし、さらなる「質の向上」に向けた課題も明らかになった。学習課題を自分事として設定し、子ども自身が選択・決定する場面の創出には依然として課題が残っている。また、収集した情報を自分なりに解釈し、構造化して再構成する「エディット」の力の育成が、深い学びを実現するための鍵であることも共有された。現状では情報活用能力が不十分なために収集や分析に時間を奪われ、議論の減少やアウトプットの質の低下を招いている実態がある。また、解が一つに定まる授業設計が、自然発生的な議論を阻害している傾向も見られた。

これらの課題を解決し「自ら学び続ける祝っ子」の育成を加速させるため、令和8年度は時数特例校のメリットを活かした新たな取り組みを推進する。まず、年間20時間を確保した「情報の時間」を新設し、情報活用能力を「学習の基盤」として各学年で系統的に指導していく。あらかじめスキルを習得することで、教科指導の際に操作説明の時間を省き、教科の本質である「概念理解」を深める探究的な活動にじっくりと時間をかけられるようにする。

今年度は特に、情報の「収集、整理・分析」に焦点を当て、探究的な学びの質の向上に重点を置く。各教科の単元デザインにおいて、児童が魅力的な課題に没入し、「つまり（抽象化）」と「そもそも（前提）」を往還しながら情報を構造化するプロセスを構築する。デジタル基盤を活かして他者の思考をリアルタイムに参照し議論を交わすことで、個別最適な学びを概念化へとつなげていく。生成AIについても、思考を整理するための「壁打ち」や多角的な視点を得るためのアシスタントとして活用し、自律的な学びの手段とする。

最終的に、児童が「なぜ」という切実な問いから課題を設定し、多様なツールを用いて自律的に情報を収集・再構成する探究のサイクルを自ら回し続ける姿を目指す。
４　研究の内容と方法
（１）授業研究　（公開研究会・ICTを効果的に活用した授業研究）
（２）各種調査結果の分析・課題把握・活用　
（３）研修（ICT端末活用，LDXについて等の学習会）
（４）甲州市「夢をかなえる学びのプロジェクト」との連携　・WEBQUの実施と分析・活用の充実　　
５　校内研修計画
	研究内容
	担当者
	日程
	内容等

	◎生成AIパイロット校（C区分）の趣旨に則り、ICTを活用した個別最適な学びと協働的・探究的な学びの授業について校内研で学習会。

◎祝っ子情報の時間の方向性についての確認と学習会。

・今年度の研究の方向性について

・「生成AIパイロット校」「祝っ子情報の時間」　　学習会

・校内ブロック組織について

・校内研修計画について　など
	研究主任
	4


	6
	

	
	
	
	9


	


	◎校内研においてクラウド環境を活用した子ども主体の授業についての学習会。

◎祝っ子情報の時間を実施し、実践を記録する。

・東山春季教研

・（ブロック交流研5／13）

・教育講演会（河村茂雄先生）

・学年ごと、ふりかえりやFigJamの共有　


	
	
	15
	

	
	育成P
	　5
	20
	教育講演会

	◎学校DX戦略アドバイザー（三井一希先生）を招聘し、全学年の授業を見ていただき、指導、助言をいただく。

◎甲州市「夢をかなえる学びのプロジェクト」教育講演会において、春日井市の先進校の実践事例を学び、共有する。

◎研修から取り入れていく点を確認し、各教科の授業づくりに活かす。

・第１回WEBQUの分析

・WEBQU分析と対策について情報共有

・「夢をかなえる学びのプロジェクト」

・教育講演会（小川晋先生）　

・質の向上プラン推進事業研修会など
	研究主任

学級担任
	6
	3
	三井先生来校

	
	
	
	18
	質の向上プラン推進事業研修会

	
	甲州市P
	
	26
	教育講演会

	◎クラウド環境を活用した子ども主体の授業を全学級実施し、管理職による指導助言を行う。

◎夏季休業の端末持ち帰りによる家庭学習等の効果的な方法を検討。

・夏季休業中のICT端末持ち帰りについて

・公開授業に向けて
	研究主任
	7
	8
	

	
	ブロック
	
	23
	

	◎2学期に向けての個別最適な学びと協働的な学びの日常時の授業改善へのさらなる学び方等の方策を練る。

◎公開授業に向けてブロックで検討。

・教育課程説明会の還流報告

・ブロックでの指導案検討
	ブロック
	8
	19
	

	◎校務について効率化が図れるものを順次、2学期から校務DXを展開していく。

◎9／10（木）三井先生による、全学年の授業視察、指導助言。

・授業視察、指導助言

・全国学力学習状況調査結果分析と課題解決に向けた取り組みについて

・質の向上プラン推進事業研修会
	
	9
	１
	質の向上プラン推進事業研修会

	
	研究主任
	
	10
	三井先生来校

	◎祝小学校の公開授業を10／23（金）に実施。三井先生による指導助言。

◎公開授業の参加をHP等で地域内外に広く呼びかけ、情報発信。

・公開授業、学習会

・実践紹介

・ブロック研究

「夢をかなえる学びのプロジェクト」

教育講演会（髙橋純先生）
	研究主任
	10
	2
	

	
	甲州市P
	
	14
	教育講演会



	
	研究主任

授業者


	
	23
	公開研究会

	
	研究主任
	11


	11
	

	◎本校の授業を甲州市ICTサイトや甲州市クラスルームにて市内の小中学校に情報発信して共有
	研究主任


	12
	9
	

	◎1年間を振り返り、子ども主体の授業実践の成果と課題、校務DXの成果と課題を洗い出し、教職全体で共有

・研究の成果と課題アンケートについて
	
	１
	27
	

	
	研究主任


	　２
	16
	三井先生来校

	
	
	
	24
	


『自ら学び続ける祝っ子』－子どもの学び方を支援する手立てを通してー












